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S
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選
ば
れ
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業
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キ
ー
ワ
ー
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　持続可能な世界の発展のための開発目標として国際合意さ
れた「SDGs」への社会・経済の関心が急速に高まっています。
　これからの時代に「選ばれる企業」となるために、SDGs
を理解し、経営に結びつけ、事業を通じて取り組んでいきま
しょう！
　中央会では、三井住友海上と連携し、企業のSDGs取組を
支援しています。

［SDGs］は、
これからの時代に
「選ばれる企業」の
キーワード！

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（S

ustainable 
D
evelopm

ent G
oals

）」
の
略
で
す
。

二
〇
一
五
年
九
月
、
国
連
で
採
択
さ
れ
た
「
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」

で
設
定
さ
れ
た
、
一
七
の
ゴ
ー
ル
（
目
標
）
の
こ

と
で
す
。

二
〇
三
〇
年
ま
で
に
、
あ
ら
ゆ
る
貧
困
に
終
止

符
を
打
ち
、不
平
等
と
闘
い
、気
候
変
動
に
対
処
し
、

「
誰
も
置
き
去
り
に
し
な
い
」
た
め
の
取
組
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

世
界
に
お
け
る
課
題
は
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
地
球
温
暖
化
は
確
実
に
進
ん
で
い
て
、

異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

食
糧
不
足
も
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
世
界
の
飢
餓

人
口
は
八
億
二
一
〇
〇
万
人
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、

九
人
に
一
人
が
飢
餓
に
苦
し
ん
で
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
他
、
環
境
汚
染
や
児
童
労
働
、
水

資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
問
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
日

本
に
お
い
て
も
異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
が
頻

発
し
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
る
生
産
人
口
の

減
少
、子
供
の
貧
困
、地
方
に
お
け
る
人
不
足
な
ど
、

多
く
の
課
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

一
七
の
ゴ
ー
ル
は
さ
ら
に
細
分
化
さ
れ
、
一
六
九

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特集
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
は
企
業
の
参
加
が
不
可
欠
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
入
れ
る
企
業
が
評
価
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
下
の
図
８
番
目
の
「
働
き
が
い
も
経

済
成
長
も
」
と
い
う
目
標
は
、
働
き
方
改
革
に
関

連
し
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
も
多
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
９
番
目
の
目
標
は
、
環
境
や
地
域
課
題

の
解
決
に
つ
な
が
る
技
術
を
進
歩
さ
せ
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

各
企
業
の
事
業
目
標
も
関
係
し
て
い
る
項
目
が

い
く
つ
か
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
企
業
評
価
に
つ
な
が
る
時
代
が

迫
っ
て
い
ま
す
！

こ
れ
か
ら
の
社
会
・
経
済
活
動
の
中
心
と
な
っ

て
い
く
世
代
（
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
※
）
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
高
い
価
値
観
を
も
つ
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ネ
イ
テ
ィ

ブ
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

稼
ぐ
こ
と
が
大
事
で
は
な
く
、
ど
ん
な
稼
ぎ
方

を
し
て
い
る
か
が
大
事
と
い
う
価
値
観
で
す
。

消
費
者
か
ら
は
「
環
境
に
や
さ
し
い
商
品
を
買

お
う
！
」、
取
引
先
か
ら
は
「
コ
ス
ト
や
品
質
以
外

に
も
大
事
な
基
準
が
あ
る
！
」
あ
る
い
は
「
地
域

に
貢
献
し
て
ほ
し
い
！
」、
従
業
員
か
ら
は
「
利
益

よ
り
も
大
事
な
こ
と
が
あ
る
！
」
な
ど
の
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。

収
益
重
視
、
効
率
性
重
視
ば
か
り
で
は
立
ち
行

か
な
い
時
代
の
到
来
を
感
じ
ま
す
ね
。

こ
の
よ
う
な
変
化
を
う
ま
く
経
営
に
取
り
込
む

こ
と
で
、
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
ま
し
ょ
う
！

※ 

「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」
：
二
〇
〇
〇
年
代
の
初

頭
に
成
年
期
を
迎
え
た
世
代
（
ミ
レ
ニ
ア
ル
＝

千
年
紀
）
の
意
。
初
め
て
の
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ

ブ
世
代
で
あ
り
、
金
融
危
機
や
格
差
拡
大
な
ど

の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
育
っ
た
こ
と
か
ら
、

過
去
の
世
代
と
は
異
な
る
価
値
観
や
経
済
感
覚

を
持
つ
。
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営
と
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
経
営
と
結

び
つ
け
る
こ
と
で
、
事
業
を
通
じ
て
社
会
・
経
済
・

環
境
の
取
り
組
み
、
企
業
価
値
の
向
上
に
つ
な
げ

て
い
く
経
営
の
こ
と
で
す
。

企
業
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
企
業

の
存
在
基
盤
を
強
固
に
す
る
と
と
も
に
、
い
ま
だ

開
拓
さ
れ
て
い
な
い
巨
大
な
市
場
を
獲
得
す
る
た

め
の
大
き
な
「
機
会
」
と
な
り
得
ま
す
。

一
方
で
、
世
界
全
体
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
を
目

指
す
中
、
こ
れ
ら
を
無
視
し
て
事
業
活
動
を
行
う

こ
と
は
「
企
業
の
評
判
が
下
が
る
」、「
取
引
先
か

ら
除
外
さ
れ
る
」、「
規
制
が
強
化
さ
れ
た
際
に
抵

触
す
る
」、「
消
費
者
が
商
品
を
買
っ
て
く
れ
な
く

な
る
」
等
、
企
業
の
持
続
可
能
性
を
揺
る
が
す
「
リ

ス
ク
」
を
も
た
ら
し
ま
す
。

①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

社
内
勉
強
会
等
を
通
じ
、
経
営
者
を
は
じ
め
、

社
員
全
員
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
求
め
て
い
る
も
の
を
同

じ
目
線
で
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

② 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
皆
で
考
え
る
社
内
風
土
、

体
制
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

社
長
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
み
な
ら
ず
、
社
員
全
員

か
ら
自
社
が
取
り
組
む
べ
き
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
意

見
や
ア
イ
デ
ア
が
出
て
く
る
社
内
風
土
や
社
内
横
断

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

③
優
先
課
題
を
特
定
し
ま
し
ょ
う
。

自
社
の
「
強
み
」
と
社
会
へ
の
悪
影
響
を
洗
い

出
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
紐
づ
け
て
、
自
社
が
貢
献
で

き
る
も
の
は
何
か
を
特
定
し
ま
し
ょ
う
。

④
目
標
を
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

社
会
に
対
し
て
新
た
な
価
値
を
創
造
で
き
る
よ

う
な
高
い
目
標
（
将
来
の
会
社
の
姿
）
を
設
定
し

ま
し
ょ
う
。

⑤
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

掲
げ
た
目
標
に
到
達
す
る
た
め
に
道
筋
を
考
え

実
践
し
ま
し
ょ
う
。
自
社
で
解
決
で
き
な
い
よ
う

な
課
題
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
社
外
と
連
携
し
外

部
の
知
恵
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
取
組
み
内
容
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

取
組
内
容
を
社
外
に
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、

自
社
の
理
念
に
共
感
す
る
顧
客
、
支
援
者
を
開
拓

し
ま
し
ょ
う
。

現
在
の
延
長
線
上
に
あ
る
未
来
を
予
測
す
る

「
フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」
で
は
現
在
と
全
く
異

な
る
将
来
を
描
く
こ
と
は
困
難
で
す
。

望
ま
し
い
未
来
か
ら
ど
う
す
べ
き
か
を
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」
の
視

点
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

す
な
わ
ち
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
現
在
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
知

る
こ
と
、
二
〇
三
〇
年
の
最
終
目
標
を
考
え
て
か

ら
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

未来現在

望ましい未来

未来現在

現在の
延長線上にある

未来

バックキャスティング
未来のある時点に目標を設定し
ておき、そこから振り返って現
在すべきことを考える方法。

フォアキャスティング
過去のデータや実績などに基づ
き、現状で実現可能と考えられ
ることを積み上げて、未来の目
標に近づけようとする方法。

社内研修会
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三
井
住
友
海
上
で
は
、
中
期
経
営
計
画
に
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
二
〇
三
〇
年
に
目
指

す
社
会
像
を
か
か
げ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ガ
イ
ド
と
し

た
目
標
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

九
月
二
五
日
に
静
岡
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ

ン
タ
ー
（
運
営
：
静
岡
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
）

と
共
同
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

参
加
企
業
か
ら
は
、
社
員
向
け
研
修
の
実
施
依

頼
や
個
別
ア
ド
バ
イ
ス
の
要
望
を
頂
き
ま
し
た
。

支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
静
岡
県
内
の
自
治
体
や
金
融
機
関
と
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て

い
ま
す
。

二
〇
一
九
．四
　
　
浜
松
い
わ
た
信
用
金
庫

二
〇
一
九
．五
　
　
浜
松
市

二
〇
一
九
．八
　
　
静
清
信
用
金
庫

静
岡
県
内
で
も
活
発
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
九
．九
　
　 

静
岡
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ

ン
タ
ー
と
共
同
開
催

二
〇
一
九
．一
一
　 

静
清
信
用
金
庫
と
共
同
開
催

浜
松
い
わ
た
信
用
金
庫
と
共
同

開
催

焼
津
市
内
に
て
当
社
単
独
開
催

藤
枝
市
内
に
て
当
社
単
独
開
催

二
〇
二
〇
．
一
　
富
士
市
内
で
当
社
単
独
開
催
予
定

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
社
内
向
け
勉
強
会
の
開

催
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用
し
た
事
業
展
開
に
向
け
た

ア
ド
バ
イ
ス
等
の
ご
相
談
は
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
！

SDGsに関する問い合わせ先

SDGsに関する
社内向け勉強会の開催
SDGsに関する

社内向け勉強会の開催

SDGsを活用した
事業展開に向けた
アドバイス等

SDGsを活用した
事業展開に向けた
アドバイス等

三井住友海上火災保険株式会社　静岡支店静岡第二支社（担当：清水、高橋）
　　　　〒420-0031　静岡県静岡市葵区呉服町1-2　三井住友海上ビル3階
　　　　TEL：054-273-5135　FAX：054-273-5230
静岡県中小企業団体中央会　業務部（担当：鈴木）
　　　　〒420-0853　静岡市葵区追手町44-1
　　　　TEL：054-254-1511　FAX：054-255-0673
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三
井
住
友
海
上
で
は
、
中
期
経
営
計
画
に
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
二
〇
三
〇
年
に
目
指

す
社
会
像
を
か
か
げ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ガ
イ
ド
と
し

た
目
標
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

九
月
二
五
日
に
静
岡
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ

ン
タ
ー
（
運
営
：
静
岡
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
）

と
共
同
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

参
加
企
業
か
ら
は
、
社
員
向
け
研
修
の
実
施
依

頼
や
個
別
ア
ド
バ
イ
ス
の
要
望
を
頂
き
ま
し
た
。

支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
静
岡
県
内
の
自
治
体
や
金
融
機
関
と
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て

い
ま
す
。

二
〇
一
九
．四
　
　
浜
松
い
わ
た
信
用
金
庫

二
〇
一
九
．五
　
　
浜
松
市

二
〇
一
九
．八
　
　
静
清
信
用
金
庫

静
岡
県
内
で
も
活
発
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
九
．九
　
　 

静
岡
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ

ン
タ
ー
と
共
同
開
催

二
〇
一
九
．一
一
　 
静
清
信
用
金
庫
と
共
同
開
催

浜
松
い
わ
た
信
用
金
庫
と
共
同

開
催

焼
津
市
内
に
て
当
社
単
独
開
催

藤
枝
市
内
に
て
当
社
単
独
開
催

二
〇
二
〇
．
一
　
富
士
市
内
で
当
社
単
独
開
催
予
定

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
社
内
向
け
勉
強
会
の
開

催
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用
し
た
事
業
展
開
に
向
け
た

ア
ド
バ
イ
ス
等
の
ご
相
談
は
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
！

SDGsに関する問い合わせ先

SDGsに関する
社内向け勉強会の開催
SDGsに関する

社内向け勉強会の開催

SDGsを活用した
事業展開に向けた
アドバイス等

SDGsを活用した
事業展開に向けた
アドバイス等

三井住友海上火災保険株式会社　静岡支店静岡第二支社（担当：清水、高橋）
　　　　〒420-0031　静岡県静岡市葵区呉服町1-2　三井住友海上ビル3階
　　　　TEL：054-273-5135　FAX：054-273-5230
静岡県中小企業団体中央会　業務部（担当：鈴木）
　　　　〒420-0853　静岡市葵区追手町44-1
　　　　TEL：054-254-1511　FAX：054-255-0673
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り
、
食
文
化
と
し
て
根
付
か
せ
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
い
て
試
食
会
も
開

か
れ
、
て
っ
さ
や
唐
揚
げ
、
ひ
れ
酒
、

ふ
ぐ
ち
り
鍋
な
ど
約
二
〇
種
類
の
ふ
ぐ

料
理
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。

と
ら
ふ
ぐ
祭
り
は
、
来
年
二
月
ま
で

開
催
。
期
間
中
は
、
舘
山
寺
温
泉
の
ホ

テ
ル
旅
館
で
新
鮮
な
天
然
の
と
ら
ふ

ぐ
を
、
手

軽
な
値
段

で
味
わ
え

る
。

浜
松
市
舘
山
寺
地
域
の
ホ
テ
ル
旅
館

一
二
社
で
組
織
す
る
か
ん
ざ
ん
じ
温
泉

事
業
協
同
組
合
（
金
原
貴
理
事
長
）
で

は
、
一
〇
月
一
〇
日
、「
遠
州
灘
天
然
と

ら
ふ
ぐ
祭
り
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
を
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

こ
の
催
し
は
「
遠
州
灘
天
然
と
ら
ふ

ぐ
」
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
消
費
拡
大
を

図
ろ
う
と
、
と
ら
ふ
ぐ
漁
の
解
禁
に
あ

わ
せ
行
う
も
の
で
今
回
が
一
七
回
目
。

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
組
合
員
を
は
じ

め
、
行
政
関
係
者
や
旅
行
業
者
ら
九
〇

人
が
参
加
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
金
原
理
事
長
は
「
遠

州
灘
の
と
ら
ふ
ぐ
は
、
浜
松
産
の
旬

の
食
材
を
使
っ
た
料
理
＂浜
松
パ
ワ
ー

フ
ー
ド
＂に
も
認
定
さ
れ
全
国
的
に
も

知
名
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。
今
後
さ
ら

に
高
級
食
材
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図

「
遠
州
灘
天
然
と
ら
ふ
ぐ
祭
り
」が
ス
タ
ー
ト

か
ん
ざ
ん
じ
温
泉
事
業
協
同
組
合

▲天然とらふぐの披露

企
業
組
合
松
崎
桑
葉
フ
ァ
ー
ム
（
齋

藤
省
一
理
事
長
）
は
、
九
月
六
日
「
障

害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た

め
の
取
組
に
関
す
る
知
事
褒
賞
」
を
受

賞
し
た
。

当
組
合
で
は
、
耕
作
放
棄
地
を
利
用

し
桑
を
栽
培
、
収
穫
、
自
営
工
場
で
荒

茶
加
工
ま
で
を
行
っ
て
い
る
。
粉
末
加

工
は
外
部
だ
が
、
製
品
を
直
営
店
「
く

わ
や
」
の
他
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
宿

泊
施
設
、
道
の
駅
な
ど
で
販
売
す
る
こ

と
で
、六
次
産
業
化
を
推
進
し
て
い
る
。

桑
の
植
栽
か
ら
収
穫
ま
で
の
作
業
を

組
合
員
や
地
元
住
民
で
行
っ
て
お
り
、
地

元
松
崎
町
に
あ
る
東
部
特
別
支
援
学
校

伊
豆
松
崎
分
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も
毎

週
の
授
業

と
し
て
組

み
込
ま
れ

て
い
る
。

こ
の
こ

と
が
高
齢

化
に
よ
る

担
い
手
不

足
の
解
消

と
と
も
に
、
生
徒
達
の
社
会
性
を
育
て
る

こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
。
今
回
の
受
賞
は
、

そ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
も
の
。

齋
藤
理
事
長
は
「
休
日
に
分
校
の
生

徒
と
会
う
と
、
い
つ
も
駆
け
寄
っ
て
き

て
く
れ
て
、
隣
に
い
る
親
御
さ
ん
に
も

大
変
感
謝
さ
れ
る
。
そ
う
い
う
時
に
や

り
が
い
を
感
じ
る
。
組
合
の
活
動
を
通

し
て
地
域
に
恩
返
し
し
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

ま
た
、
組
合
で
は
一
〇
月
、
桑
の
実

を
使
っ
た
ジ
ャ
ム
「
く
わ
や
の
く
わ

じ
ゃ
む
」
を
開
発
し
た
。「
ま
ず
は
桑

の
実
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ゆ
く
ゆ

く
は
桑
の
実
摘
み
な
ど
観
光
資
源
と
し

て
町
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
れ
ば
」
と

抱
負
を
語
っ
た
。

東
部
特
支
伊
豆
松
崎
分
校
生
徒
に
作
業
体
験
機
会
を
提
供

「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
解
消
県
知
事
褒
賞
」受
賞

企
業
組
合
松
崎
桑
葉
フ
ァ
ー
ム

▼賞状を手にする土屋副理事長（中）と
　組合員の土屋氏（右）

▲くわじゃむを持つ販売員の真野さん

▼挨拶をする金原理事長
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静
岡
県
東
部
青
年
中
央
会
（
狩
野
哲

会
長
）
で
は
、
一
〇
月
六
日
、
創
立

五
〇
周
年
記
念
式
典
を
沼
津
リ
バ
ー
サ

イ
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
、
会
員
ら
約

六
十
名
が
節
目
を
祝
っ
た
。

本
会
は
、
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の

東
部
地
区
会
員
組
合
青
年
部
に
よ
り

昭
和
四
五
年
三
月
一
一
日
に
設
立
、
業

種
や
地
域
の
垣
根
を
超
え
た
教
育
・
研

修
事
業
や
交
流
事
業
を
中
心
に
、
青
年

経
営
者
・
後
継
者
の
育
成
や
会
員
相
互

の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

幅
広
い
活
動
を
精
力
的
に
展
開
し
て

き
た
。

式
典
に
先
立
ち
グ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
育

セ
ン
タ
ー
西
澤
浩
二
代
表
を
招
聘
し
、

「
明
日
を

開
く
リ
ー

ダ
ー
の
条

件
」を
テ
ー

マ
に
、
組

織
に
お
け

る
上
司
と

部
下
と
の

信
頼
関
係

構
築
の
手
法
を
学
ん
だ
。

記
念
式
典
で
は
、
賴
重
秀
一
沼
津
市

長
、
中
小
企
業
団
体
中
央
会
諏
訪
部
敏

之
会
長
、
商
工
中
金
沼
津
支
店
小
山
英

行
支
店
長
、
歴
代
青
中
会
長
ら
を
来
賓

に
迎
え
、
記
念
事
業
と
し
て
実
施
し
た

「
三
島
馬
鈴
薯
栽
培
」
に
つ
い
て
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
狩
野

会
長
、
Ｊ
Ａ
三
島
函
南
外
岡
氏
、
三
島

馬
鈴
薯
部
会
宮
澤
氏
よ
り
「
植
え
付
け
」

と
「
収
穫
」
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
、
県

知
事
へ
の
贈
呈
な
ど
の
ス
ラ
イ
ド
も
放

映
さ
れ
た
。

記
念
祝
賀
会
で
は
、
商
工
中
金
よ
り

感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、「
飛

龍
太
鼓
」、「
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
」
が

披
露
さ
れ

式
典
を
盛

り
上
げ
た
。

参
加
者

に
は
収
穫

し
た
三
島

馬
鈴
薯
が

配
ら
れ
た
。

【
静
岡
県
東
部
青
年
中
央
会
創
立
五
〇
周
年
式
典
】

静
岡
県
東
部
青
年
中
央
会

静
岡
県
酒
造
組
合（
望
月
正
隆
会
長
）

で
は
「
第
三
二
回
静
岡
県
地
酒
ま
つ
り

二
〇
一
九
」
を
静
岡
市
の
ホ
テ
ル
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
静
岡
で
開
催
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
一
〇
月
一
日
の

「
日
本
酒
の
日
」
に
合
わ
せ
、
県
内

二
七
の
蔵
元
の
う
ち
二
五
の
蔵
元
が
自

慢
の
お
酒
を
振
舞
っ
た
。

一
八
時
二
〇
分
開
宴
、
望
月
会
長
挨

拶
の
後
、
全
国
一
斉
に
乾
杯
の
発
声
が

行
わ
れ
、会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

来
場
者
は
八
〇
〇
人
を
超
え
、
好
み

の
酒
蔵
の
新
作
や
未
発
売
酒
を
目
当
て

に
列
を
な
し
た
。

入
場
チ
ケ
ッ
ト
（
二
五
〇
〇
円
税
込

み
）
は
事
前
に
完
売
す
る
な
ど
大
盛
況

で
あ
っ
た
。

望
月
会
長
は
「
日
本
酒
離
れ
が
続
く

中
、
県
内
の
蔵
元
は
て
い
ね
い
に
お
酒

を
造
っ
て
い
る
。
こ
の
機
会
に
色
々
な

酒
蔵
の
お
酒
を
多
く
の
人
に
飲
ん
で
も

ら
い
た
い
」
と
語
っ
た
。

会
場
内
で
は
、
静
岡
オ
リ
ジ
ナ
ル
酒

造
好
適
米
「
誉
富
士
」
の
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
、飲
み
比
べ
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
別
会
場
に
お
い
て
全
国
利
き

酒
選
手
権
静
岡
予
選
会
も
開
催
さ
れ
た
。

一
〇
月
一
日
は
日
本
酒
の
日

第
三
二
回
静
岡
県
地
酒
ま
つ
り
二
〇
一
九

静
岡
県
酒
造
組
合

▼記念講演の講師西澤代表

▼全国一斉に乾杯の掛け声

▲三島馬鈴薯栽培のパネルディスカッション

▲「誉富士」コーナーで飲み比べ
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静
岡
県
東
部
青
年
中
央
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（
狩
野
哲

会
長
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で
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五
〇
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催
、
会
員
ら
約

六
十
名
が
節
目
を
祝
っ
た
。

本
会
は
、
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の

東
部
地
区
会
員
組
合
青
年
部
に
よ
り

昭
和
四
五
年
三
月
一
一
日
に
設
立
、
業

種
や
地
域
の
垣
根
を
超
え
た
教
育
・
研

修
事
業
や
交
流
事
業
を
中
心
に
、
青
年

経
営
者
・
後
継
者
の
育
成
や
会
員
相
互

の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

幅
広
い
活
動
を
精
力
的
に
展
開
し
て

き
た
。

式
典
に
先
立
ち
グ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
育

セ
ン
タ
ー
西
澤
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司
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典
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は
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、
中
小
企
業
団
体
中
央
会
諏
訪
部
敏

之
会
長
、
商
工
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長
、
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会
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来
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迎
え
、
記
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事
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し
て
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し
た

「
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島
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鈴
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」
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い
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パ
ネ
ル

デ
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ス
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ッ
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ョ
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を
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っ
た
。
狩
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会
長
、
Ｊ
Ａ
三
島
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南
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岡
氏
、
三
島

馬
鈴
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会
宮
澤
氏
よ
り
「
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え
付
け
」

と
「
収
穫
」
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
、
県

知
事
へ
の
贈
呈
な
ど
の
ス
ラ
イ
ド
も
放

映
さ
れ
た
。

記
念
祝
賀
会
で
は
、
商
工
中
金
よ
り

感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、「
飛

龍
太
鼓
」、「
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
」
が

披
露
さ
れ

式
典
を
盛

り
上
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た
。

参
加
者

に
は
収
穫

し
た
三
島

馬
鈴
薯
が

配
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た
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【
静
岡
県
東
部
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年
中
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立
五
〇
周
年
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部
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静
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で
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「
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回
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岡
県
地
酒
ま
つ
り

二
〇
一
九
」
を
静
岡
市
の
ホ
テ
ル
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
静
岡
で
開
催
し
た
。

こ
の
イ
ベ
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ト
は
一
〇
月
一
日
の

「
日
本
酒
の
日
」
に
合
わ
せ
、
県
内

二
七
の
蔵
元
の
う
ち
二
五
の
蔵
元
が
自

慢
の
お
酒
を
振
舞
っ
た
。

一
八
時
二
〇
分
開
宴
、
望
月
会
長
挨

拶
の
後
、
全
国
一
斉
に
乾
杯
の
発
声
が

行
わ
れ
、会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

来
場
者
は
八
〇
〇
人
を
超
え
、
好
み

の
酒
蔵
の
新
作
や
未
発
売
酒
を
目
当
て

に
列
を
な
し
た
。

入
場
チ
ケ
ッ
ト
（
二
五
〇
〇
円
税
込

み
）
は
事
前
に
完
売
す
る
な
ど
大
盛
況

で
あ
っ
た
。

望
月
会
長
は
「
日
本
酒
離
れ
が
続
く

中
、
県
内
の
蔵
元
は
て
い
ね
い
に
お
酒

を
造
っ
て
い
る
。
こ
の
機
会
に
色
々
な

酒
蔵
の
お
酒
を
多
く
の
人
に
飲
ん
で
も

ら
い
た
い
」
と
語
っ
た
。

会
場
内
で
は
、
静
岡
オ
リ
ジ
ナ
ル
酒

造
好
適
米
「
誉
富
士
」
の
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
、飲
み
比
べ
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
別
会
場
に
お
い
て
全
国
利
き

酒
選
手
権
静
岡
予
選
会
も
開
催
さ
れ
た
。

一
〇
月
一
日
は
日
本
酒
の
日

第
三
二
回
静
岡
県
地
酒
ま
つ
り
二
〇
一
九

静
岡
県
酒
造
組
合
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組合の動き

清
水
工
業
団
地
協
同
組
合
（
駒
見
太

郎
理
事
長
）
で
は
「
第
二
〇
回
団
地
ま

つ
り
」
を
組
合
団
地
内
で
開
催
し
た
。

毎
年
各
社
が
模
擬
店
を
出
店
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
多
く
の
従

業
員
や
そ
の
家
族
が
訪
れ
た
。

今
年
は
一
六
社
が
出
店
し
、
人
気
投

票
の
結
果
、最
優
秀
賞
に
「
や
き
そ
ば
」

（
株
式
会
社
興
進
）、
以
下
「
お
楽
し
み

ゲ
ー
ム
」（
長
泉
パ
ー
カ
ラ
イ
ジ
ン
グ

株
式
会
社
）、「
ピ
ザ
・
パ
ン
」（
株
式

会
社
ク
ミ
カ
物
流
）
が
選
ば
れ
た
。

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
清
水
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
「
和
太
鼓
」（
矢

倉
太
鼓
保
存
会
）
を
は
じ
め
、
地
域
密

着
ア
イ
ド
ル
を
目
指
す
「
歌
と
ダ
ン
ス
」

（
す
る
が
紅
ト
マ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
☆
星
隊
）、

「
フ
ラ
メ
ン
コ
」（
エ
ス
ト
ゥ
デ
ィ
オ
・ラ
・

ヒ
タ
ー
ナ
）、「
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」、「
よ

さ
こ
い
」（
葵
や
一
晴
）
が
行
わ
れ
た
。

駒
見
理
事
長
は「
団
地
ま
つ
り
が
二
〇

回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

組
合
員
企
業
、
従
業
員
の
お
か
げ
。
参

加
者
に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
、
今
回
は

特
別
に
福
引
抽
選
会
の
景
品
を
い
つ
も

の
倍
用
意
し
た
」
と
日
頃
の
感
謝
を
述

べ
た
。

ま
つ
り
最
後
の
福
引
抽
選
会
で
は
、
大

型
４
ｋ
Ｔ
Ｖ
、
マ
グ
ロ
一
匹
な
ど
の
豪
華

景
品
に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

第
二
〇
回
団
地
ま
つ
り
の
開
催清

水
工
業
団
地
協
同
組
合

組合の動き

川
根
本
町
の
寸
又
峡
温
泉
で
、
一
〇

月
五
日
、
六
日
で
「
寸
又 

星
空
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
開
催
さ
れ
た
。

寸
又
峡
と
い
え
ば
「
夢
の
吊
り
橋
」

で
有
名
だ
が
、
そ
の
吊
り
橋
に
観
光
が

一
極
集
中
し
、
日
帰
り
の
若
者
客
が
増

加
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
地
元
の
店

舗
や
宿
へ
の
拡
散
が
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
現
状
が
あ
り
頭
を
抱
え
て
い
る
。

「
吊
り
橋
だ
け
で
な
く
新
た
な
る
観

光
資
源
を
」
と
二
年
程
前
か
ら
構
想
が

練
ら
れ
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
よ
り
運
営
資
金
を
募
り
実
現
し
た
。

当
日
は
、
ガ
イ
ド
に
よ
る
解
説
付
き

の
星
空
観
賞
会
や
、
満
点
の
星
空
の

下
散
歩
す
る
星

空
ウ
ォ
ー
ク
の

他
、
鹿
刺
し
や

猪
肉
の
チ
ャ
ー

シ
ュ
ー
等
十
品

の
ジ
ビ
エ
料

理
が
組
合
員
店

舗
・
宿
か
ら
振

る
舞
わ
れ
、
会

場
は
二
百
人
以

上
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
た
。

県
内
か
ら
の
日
帰
り
若
者
客
が
中
心

だ
が
、
県
外
か
ら
の
観
光
客
も
あ
り
宿

泊
客
増
加
に
繋
が
っ
た
と
の
こ
と
。

千
葉
県
か
ら
来
た
七
五
歳
の
女
性
は

「
Ｊ
Ｒ
、
大
井
川
鐡
道
、
バ
ス
を
乗
り

継
い
で
七
時
間
程
か
け
て
き
た
。
数
あ

る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
中
で

も
＂夢
の
吊
り
橋
・
星
空
＂な
ん
て
夢
が

あ
る
と
思
い
支
援
し
た
。
明
日
は
普
段

立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
間
ダ
ム

の
堤
体
上
を
歩
く
企
画
が
あ
る
。
二
泊

し
て
い
く
の
で
温
泉
も
満
喫
し
た
い
」

と
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

同
事
業
の
企
画
か
ら
運
営
を
行
う
寸

又
峡
温
泉
美
女
づ
く
り
の
湯
観
光
事
業

協
同
組
合
の
望
月
孝
之
理
事
長
は
「
組

合
員
に
土
地
に
対
す
る
自
信
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
。
土
地
を
長
生
き
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
が
組
合
の
再
生
に

繋
が
る
と
思
う
。
組
合
再
生
の
為
、
行

政
や
企
業
、
色
々
な
方
の
力
を
借
り
な

が
ら
再
生
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
企
画

が
好
評
で
あ
れ
ば
定
期
的
に
開
催
し
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

夢
の
吊
り
橋
だ
け
じ
ゃ
な
い 

澄
ん
だ
星
空
全
国
第
二
位

第
一
回「
寸
又 

星
空
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」開
催

寸
又
峡
美
女
づ
く
り
の
湯
観
光
事
業
協
同
組
合

▼ジビエ料理を楽しむ観光客

▼日頃の感謝を述べる駒見理事長

▲豪華景品が手渡された
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静
岡
市
中
央
商
店
街
連
合
会
は
、

一
〇
月
二
六
日
、二
七
日
の
二
日
間「
お

ま
ち
de
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
を
開
催
し
た
。

こ
の
時
期
恒
例
と
な
っ
た
当
イ
ベ
ン

ト
は
、
お
客
様
に
商
品
を
手
に
取
っ
て

買
い
物
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
て
い
る
。

例
年
多
数
の
仮
装
す
る
子
供
た
ち
が

参
加
す
る
一
方
、
当
日
受
付
の
終
了
に

よ
り
参
加
で
き
な
い
子
供
も
増
え
た
た

め
、
今
年
よ
り
事
前
予
約
制
に
変
更
し

た
。
事
前
予
約
制
に
し
た
こ
と
で
受
付

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、
運
営
に
混
乱

が
生
じ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

オ
フ
ィ
ス
用
品
の
オ
オ
イ
シ
（
大
石

康
弘
社
長
）
で
は
、
お
菓
子
を
も
ら
い

に
来
た
子
供
た
ち
が
店
内
に
滞
在
で
き

る
よ
う
に
、
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
写
真

が
撮
れ
る
ポ
イ
ン
ト
を
設
置
し
た
り
、

二
〇
〇
あ
る
店
内
の
ポ
ッ
プ
に
工
夫
が

さ
れ
て
い
た
。

大
石
社
長
は
「
初
め
て
来
店
す
る
お

客
様
が
多
い
た
め
、
見
て
楽
し
い
お
店

だ
と
思
っ
て
欲
し
い
」
と
語
っ
た
。

二
日
間
で
仮
装
し
た
子
供
た
ち

二
〇
〇
〇
人
が
、
参
加
店
マ
ッ
プ
を
手

に
「
お
ま
ち
de
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
を
合
言

葉
に
お
菓
子
を
も
ら
い
、
笑
顔
で
商
店

街
を
練
り
歩
い
た
。

し
ず
お
か
の
お
ま
ち
が
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
世
界
に
つ
つ
ま
れ
る

「
お
ま
ち
de
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」開
催

静
岡
市
中
央
商
店
街
連
合
会

▼合言葉「おまちdeハロウィン」

▲記念写真スポットにて

▲お菓子のつかみ取りも

一
〇
月
五
日
、
あ
さ
ぎ
り
フ
ー
ド

パ
ー
ク
協
同
組
合（
望
月
光
雄
理
事
長
）

で
は
「
感
謝
祭
」
と
「
ロ
ケ
ッ
ト
甲
子

園
」
が
開
催
さ
れ
た
。

「
感
謝
祭
」
で
は
、
日
頃
の
感
謝
を

込
め
て
組
合
員
が
特
別
価
格
で
商
品
の

提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
広

場
ス
テ
ー
ジ
で
の
催
し
や
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
作
家
に
よ
る
雑
貨
な
ど
が
出
店
す
る

こ
と
で
、
多
く
の
人
に
訪
れ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
、
今
年
は
「
ロ
ケ
ッ
ト
甲
子

園
」
が
隣
接
の
ド
ロ
ー
ン
飛
行
場
で

行
わ
れ
た
。「
ロ
ケ
ッ
ト
甲
子
園
」
と

は
、
秋
田
県
能
代
市
で
日
本
モ
デ
ル
ロ

ケ
ッ
ト
協

会
の
主
催

に
よ
り
開

催
さ
れ
る

高
校
生
に

よ
る
モ
デ

ル
ロ
ケ
ッ

ト
の
コ
ン

テ
ス
ト
で

あ
る
。
国

内
で
開
催
さ
れ
る
中
高
校
生
を
対
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。
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れ
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〇
あ
る
店
内
の
ポ
ッ
プ
に
工
夫
が

さ
れ
て
い
た
。
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光
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催
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催
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催
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（2019年９月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員60名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。
集計結果の詳細は、本会ホームページ（https://www.siz-sba.or.jp）でご覧になれます。

業界の声 対象17業種より抜粋

■製造業
水産食料品 ・	水産加工原料の品薄と高騰により、水産加工品の確保が難しく、経営に苦慮している。

・	増税による副資材の費用負担増等、業界は先行き不透明の為投資ができない状況。
織物業 ・	受注はあるものの、例年の８割にとどまっており、この状況は続くと思われる。
宗教用具 ・	例年は、彼岸の時期も通常時期とほぼ変わらないが、今年は消費増税前の多少の駆け込みが見られ、売上高が前年対比19％増となった。

製材業、木製品
・	住宅関係の受注が減少しており、組合員全体で景況感が悪い状況。
・	消費増税前の駆け込みも見られないが、増税後の反動減も無い。ただ事務面においては、増税に対するシステム対応とWindowsの更新
やシステム更新等で苦慮している。

紙・紙加工品 ・	消費増税前の前倒し需要で家庭紙（ティッシュ、トイレ紙、タオル用紙全て）が需要増加となった。市況もアップして安定推移してきた。

印刷業 ・	消費増税前の駆け込み受注はほとんど無く落ち着いていた。原価・受注費が値上がったにも関わらず受注金額が下がり続けている。
・	先月はイベント受注があり好調だったが、今月はスポット的なものが無いため平常に戻った。

セメント製品 ・	今まで遅れていた官公需工事の受注があり、売上が前年と比べ倍増している。車両が不足気味だが増車計画は無い。
・	原材料が値上がっているが、その影響を受けない程受注が多い。

金属製品 ・	売上高が対前年同月比で7.1％減少している。
・	売上高は組合員により増加と減少が分かれ、やや減少傾向である。

生産用機械器具
・	米中貿易摩擦問題が引き続き足を引っ張り、受注を直撃している。
・	メーカーの受注状況が健全受注水準を下回る月もあるようで、７月頃から受注が減って今後も不透明。
・	機械設備の発注先から一時「生産待った」の声がかかる等、先行き悪化が現実味を帯びてきた。

電気機械器具 ・	７月までの天候不順の影響により、ルームエアコンの生産は減少したが、販売好調な業務用エアコンと、消費増税前の駆け込み需要
があった冷蔵庫は生産が増加した。

輸送用機械器具
・	組合員企業の売上平均値は、本年４月から５か月連続減少し続けている。また組合員企業間の格差が拡大している。
・	前月同様厳しい状況が続いている。10月以降の生産増を期待している。
・	消費増税後の今後を懸念している。

その他 ・	取引先企業の外資系化に伴い関連企業の整理統合が進みつつある。組合員個々で売上高の増減があるものの、全体的には大きな変
化は見られない。

■非製造業
セメント卸売業 ・	９月の出荷量は、前年同期比1.5％減で５ヶ月連続で前年実績を下回っている。工法の変化に伴う袋セメント需要の低迷により、事業

環境は厳しさを増し上期の出荷量は大きく前年を下回った。
各種商品卸売業 ・	日用雑貨卸売会社が１社廃業し、施設は賃貸となった。また工業地域組合員も１社、敷地を売却予定。

機械器具小売業 ・	８月に受注したエアコンの設置が９月末頃まで続いた。例年に無くエアコン受注が好調なのに加えて、４Kテレビもよく売れた。消
費増税の関係か10月に向かうにつれて受注が鈍化している。

各種商品小売業

・	消費増税前の駆け込み消費は、アパレル関係ではあまり無かった。９月26日に170人参加の総合防災訓練を実施し、消防局・日石・警
察などとの連携の重要性を再認識した。９月26日より開催している組合員が講師となって行う「ミニ講座」イベントが毎日好評で、
来客増加に繋がっている。

・	駅前通りを歩行者天国にして、各商店でワンコイン商品を販売したり、農産物や雑貨などを販売するイベントを行った。心配した天
気も良くなりそれなりの人出があった。子供が楽しめるお絵かきブースが楽しんでもらえた。

総合工事業

・	国土交通省で、建設キャリアアップシステムと連携した技能者の能力を客観的に評価する「能力評価基準」の認定が開始された。技
能者が持つ力量を４段階でレベル分けされ「建設キャリアアップカード」が技能者本人に交付される。まだ始まったばかりで広がっ
てはいないが、今後これによりレベルに合った現場への技能者派遣による人材不足解消や、技術者個人のモチベーションアップに
繋がることを期待する。

・	職員の配置がうまくいかず受注がうまく回らなくなってきている。施工条件が厳しい。
・	社会保険未加入者に対する指導が厳しくなり、２次、３次下請企業（従業員２～３人）の廃業が増えている。

職別工事業
・	前月に続き新規着工が多く繁忙期を迎えている。全国的にも人で不足感が大きく、工程に支障をきたしそうな状況の現場も見受け
られてきた。ただ、零細企業にあっては、取引先の受注状況に左右されることが大きく見通しが立っていない業者・業種も散見され、
今後の動向に注意が必要な状況である。

道路貨物運送業 ・	消費増税前の駆け込み需要により物流が増加した。荷物は前倒しで出荷されたため、10月以降の荷動きの低迷が懸念される。
・	サウジアラビアの石油施設爆破の影響による原油価格の高騰が心配される。

　中小企業の支援で県知事に7項目を要望　
中央会は 10 月 25 日、事業承継の円滑化や組合共同施設等の機能
強化など 7項目を川勝知事に要望した。
度重なる台風の被害が発生していることから、工業団地や商店街
に避難所の設置、自家発電機を整備するなどBCPのさらなる策定
推進を求めた。また、中小企業における外国人留学生の採用円滑化、
「ものづくり補助事業」採択企業に対する伴奏型支援、生産性向上
を図るための新たなテクノロジーの導入支援などを提案した。
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主要三指標DI値推移（過去10年間）

○	2019年９月のDI値は、前月との比較において「販売価格」と「雇用人員」を除く７指標において改善する結果となった。
前月同様「販売価格」以外は基準値を大きく下回っている。10月の消費増税後の影響を懸念する声が聞かれた。

○「製造業」では、前月との比較において、「収益状況」と「雇用人員」が悪化、「売上高」が横ばい、それ以外の６指
標が改善する結果となった。

○「非製造業」では、前月との比較において、「売上高」と「販売価格」が悪化、「取引条件」「資金繰り」「雇用人員」
が横ばい、それ以外の３指標が改善する結果となった。

概　況

内閣府が10月8日に公表した2019年9月期の「景気ウォッチャー調査（全国版景気動向調査）」によると、9月の
景況を示す現状判断ＤＩ（季節調整値）は、前月比3.9ポイント上昇の46.7（基準値50.0＝前年同月比横ばいを示
す）となった。また、2，3ヵ月先の景況を予測する先行き判断ＤＩ（季節調整値）は前月比2.8ポイント低下の36.9
となった。
今回の調査結果に示された景気ウォッチャーの見方は、「このところ回復に弱い動きがみられる。なお、消費税率
引上げに伴う駆込み需要が一部にみられる。先行きについては、消費税率引上げや海外情勢等に対する懸念が
みられる。」とまとめている。

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100　　

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

2019.9 －23.3 －11.7 6.6 －13.4 －31.6 －10.0 －30.0 －20.0 －31.6

DI値

2019.8 －23.4 2.3 8.4 －15.0 －31.7 －11.6 －36.6 －15.0 －36.7

2019.8→2019.9 0.1↑ －14.0↓ －1.8↓ 1.6↑ 0.1↑ 1.6↑ 6.6↑ －5.0↓ 5.1↑

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、「在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。
※基準値±0.0＝前年同月比横ばい。
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主要三指標DI値推移（過去10年間）

○	2019年９月のDI値は、前月との比較において「販売価格」と「雇用人員」を除く７指標において改善する結果となった。
前月同様「販売価格」以外は基準値を大きく下回っている。10月の消費増税後の影響を懸念する声が聞かれた。

○「製造業」では、前月との比較において、「収益状況」と「雇用人員」が悪化、「売上高」が横ばい、それ以外の６指
標が改善する結果となった。

○「非製造業」では、前月との比較において、「売上高」と「販売価格」が悪化、「取引条件」「資金繰り」「雇用人員」
が横ばい、それ以外の３指標が改善する結果となった。

概　況

内閣府が10月8日に公表した2019年9月期の「景気ウォッチャー調査（全国版景気動向調査）」によると、9月の
景況を示す現状判断ＤＩ（季節調整値）は、前月比3.9ポイント上昇の46.7（基準値50.0＝前年同月比横ばいを示
す）となった。また、2，3ヵ月先の景況を予測する先行き判断ＤＩ（季節調整値）は前月比2.8ポイント低下の36.9
となった。
今回の調査結果に示された景気ウォッチャーの見方は、「このところ回復に弱い動きがみられる。なお、消費税率
引上げに伴う駆込み需要が一部にみられる。先行きについては、消費税率引上げや海外情勢等に対する懸念が
みられる。」とまとめている。

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100　　

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

2019.9 －23.3 －11.7 6.6 －13.4 －31.6 －10.0 －30.0 －20.0 －31.6

DI値

2019.8 －23.4 2.3 8.4 －15.0 －31.7 －11.6 －36.6 －15.0 －36.7

2019.8→2019.9 0.1↑ －14.0↓ －1.8↓ 1.6↑ 0.1↑ 1.6↑ 6.6↑ －5.0↓ 5.1↑

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、「在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。
※基準値±0.0＝前年同月比横ばい。
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テクノカレッジ若年者コース
令和２年度入校生募集

　県立技術専門校（愛称“テクノカレッジ”）は、も
のづくり人材を育成する学校で、若年者を対象に入
校生を募集しています。就職に役立つ資格の取得、
100%の就職率、実習重視の授業など、魅力あふれる
学校となっています。テクノカレッジで技術・技能を
身につけましょう！

（清水テクノカレッジ設備技術科）

【沼津テクノカレッジ】
TEL：055-925-1071　FAX：055-925-1115
HP：http://www.numazu-vtc.ac.jp/
■募 集 科：	機械技術科、電子技術科、情報技術科
■定　　員：	各科20名
■訓練期間：	２年（令和２年４月～令和４年３月）
■募集期間：	11月22日（金）～ 12月12日（木）
■選 考 日：	12月19日（木）
【清水テクノカレッジ】
TEL：054-345-2033		FAX：054-345-2921
HP：http://www.shimizu-tc.ac.jp/
■募 集 科：	機械技術科、電気技術科、設備技術科
■定　　員：各科20名
■訓練期間：２年（令和２年４月～令和４年３月）
■募集期間：～	11月29日（金）
■選 考 日：12月６日（金）
【浜松テクノカレッジ】
TEL：053-462-5602		FAX：053-462-5604
HP：http://www.hamamatsu-tech.ac.jp/
■募 集 科：	機械技術科、建築科
■定　　員：各科20名
■訓練期間：１年（令和２年４月～令和４年３月）
■募集期間：令和2年1月6日（月）～ 1月31日（金）
■選 考 日：令和2年2月3日（月）
【共通事項】
■検 定 科：	2,200円
■応募手続：	職歴、障害のある方は住所地を管轄するハ

ローワークに相談のうえ提出、それ以外の
方はテクノカレッジに応募書類を提出して
ください。

＜事業主推薦＞（県内企業・自営業者からの推薦）
清水、浜松テクノカレッジでは、修了後の雇用を前提と
して、県内企業・自営業者の推薦により入校選考を行う
制度があります。詳細は各テクノカレッジまでお問い合
わせください。

成長産業分野在職者訓練（研修）
TIG溶接コース

　県立技術専門校では、在職者の方を対象に、様々
な訓練(研修・講習)を行っています。
　今回は、TIG溶接コースを御紹介します。

【清水テクノカレッジ】
■TIG溶接の基礎技術
募集期間：～令和元年11月29日（金）まで
開	催	日：12月13日（金）、20日（金）（昼間2日間）
定　　員：5名
受	講	料：11,000円
内　　容：	TIG溶接の基本技術について、座学と実

習で学びます。材質による機材設定の違
い、技能留意点の違いを体感・習得でき
ます。

■ステンレス鋼のTIG溶接技術（実践）
募集期間：～令和元年12月26日（金)まで
開	催	日：令和2年1月17日（金）、24日（金）
　　　　　（昼間2日間）
定　　員：5名
受	講	料：11,000円
内　　容：	ステンレス鋼のTIG溶接技術について、

座学と実習で学びます。溶接技能者評価
者試験（TN-F）相当の溶接知識・技能
の習得を目指します。

【セット受講がおすすめです！】
本校のホームページにてWeb申込み出来ます。
https://shimizu-tc.ac.jp/
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▲ワーク実習の様子

▲ワーク実習発表　右：大川企業組合　勝見氏
　左：企業組合動物の森　小林理事長

▲講師の大谷代表取締役
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静岡労働局からのお知らせ

働き⽅改⾰セミナー(12⽉分)のお知らせ 雇⽤環境・均等室
054-252-5310 

ハローワークの利⽤⽅法が変わります 職業安定部 職業安定課
054-271-9950 

労働基準監督署と公共職業安定所が連携して開催している「働き⽅改⾰セミナー」の12⽉の開催⽇程をお知ら
せします。開催⽇によっては働き⽅改⾰推進⽀援センターによる窓⼝相談を実施する⽇もございますので、お気
軽にご利⽤ください。お申込⽅法など詳細は静岡労働局のホームページをご覧ください。

〈東部会場〉 〈中部会場〉

〈⻄部会場〉

2020年1⽉6⽇より、ハローワークのサービスをより利⽤しやすくなるようハローワークインターネット
サービスの機能の充実化等を⾏います。
これに伴い求⼈票の様式や紹介⽅法が変更されるため、今後は求⼈条件や事業所情報などについて内容確認や

追加情報の登録を⾏っていただく必要があります。

ご理解とご協⼒をお願いいたします。

〈主な変更点〉

①ハローワークインターネットサービス上にマイページを開設できるようになります
②求⼈票の様式が変わり、掲載する情報量が増えます
③会社のパソコンから求⼈申込み(仮登録)が可能になります

働き⽅改⾰セミナー（12⽉分）のお知らせ 雇⽤環境・均等室
℡054ｰ252ｰ5310

ハローワークの利⽤⽅法が変わります 職業安定部 職業安定課
℡054ｰ271ｰ9950
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従業員の業務上の災害にかかわる

各種費用の支出・ 賠償責任リスクを

しっかりカバーする保険

＜お問い合わせは＞

三井住友海上火災保険株式会社 静岡支店 静岡第二支社

〒420-0031 静岡県静岡市葵区呉服町１－２

三井住友海上静岡ビル４階

TEL：054-273-5135 FAX：054-273-5230
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中小企業静岡11月号（通巻792号）
● 発行人 ／ 静岡県中小企業団体中央会 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1 TEL／054-254-1511　FAX／054-255-0673
   東部事務所 〒410-0046 沼津市米山町6番5号  TEL／055-926-8220　FAX／055-926-8230
     沼津商工会議所会館4階
   西部事務所 〒430-0929 浜松市中区中央1丁目17-19 TEL／053-453-2195　FAX／053-453-2198
● 中央会ホームページ http://www.siz-sba.or.jp/ ●E-mailアドレス m-kondo@siz-sba.or.jp
 皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）
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読者プラザ

「
自
己
紹
介
」

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
平
成
三
一
年
四
月
一
日
よ
り
連
携

組
織
課
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
園
田
将
也
と
申
し
ま
す
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

生
ま
れ
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

本
県
に
、
少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に
精
進
し
て
参

り
ま
す
。

私
は
旅
行
が
趣
味
で
、
学
生
時
代
か
ら
様
々
な
場
所
に

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
は
青
春
１
８
き
っ
ぷ
で
関
西
方

面
に
行
き
ま
し
た
。
鈍
行
の
電
車
に
何
時
間
も
乗
る
こ
と
は

少
し
疲
れ
ま
す
が
、
友
人
と
話
を
し
て
い
る
と
あ
っ
と
い
う

間
で
、
ま
た
途
中
下
車
を
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
訪
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
今
回
は
名
古
屋
駅
で
途
中

下
車
し
、
名
物
の
味
噌
カ
ツ
を
食
べ
、
京
都
の
伏
見
稲
荷
大

社
と
北
野
天
満
宮
を
満
喫
し
ま
し
た
。

本
会
職
員
に
な
り
、
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
様
々
な
業

務
に
携
わ
る
機
会
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
に

職
員
協
会
の
事
務
局
が
あ
り
ま
す
。
職
員
協
会
は
本
会
会
員

組
合
の
役
職
員
の
方
々
が
会
員
と
な
り
相
互
の
交
流
と
研
修

を
目
的
に
各
種
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
福
利
厚
生
事
業

で
は
、
一
〇
月
二
四
日
に
実
施
し
た
ド
ロ
ー
ン
操
作
研
修
の

企
画
・
運
営
に
携
わ
り
、
会
員
の
皆
様
と
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
点
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
早
く
皆
様
に

認
め
ら
れ
る
よ
う
業
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

台風19号による甚大な被害により亡くなら
れた皆様にご冥福をお祈りいたします。

県内は函南町、伊豆の国市、焼津市など河
川の氾濫により床上浸水の被害が多数ありま
した。

身近な人が災害に遭い復旧作業に追われる
など10月はテレビ、新聞紙上でも原因や対
応について議論されていました。

家屋に忍び寄る氾濫した土砂の恐怖は計り
知れないことであろう。残念なことに車で避

難中に車ごと流されお亡くなりになられて方
もいらっしゃいました。

災害に対する準備は、早くからテレビでも
呼びかけられていましたが、想定をはるかに
上回る広範囲で被害が出てしましました。こ
れまでのハザードマップも再検討され、治水
工事方法も変わるかもしれません。自分の身
は自分で守ることを子供にも伝え、自然を甘
く見ないで十分な備えをしたい。 （近藤）

静岡県中小企業団体
中央会
連携組織課

園田 将也
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公益財団法人産業雇用安定センター静岡事務所
〒420-0851 静岡市葵区黒金町11番７号 大樹生命静岡駅前ビル12Ｆ

TEL 054-255-1343　FAX 054-652-3259
浜松駐在事務所

〒430-0928 浜松市中区板屋町110-5 浜松第一生命日通ビル13Ｆ
TEL 053-458-3621　FAX 053-458-3622
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■ 特集
［SDGs］は、これからの時代に
「選ばれる企業」のキーワード！

■ Business Report
東部特支伊豆松崎分校生徒に作業体験機会を提供
「障害を理由とする差別解消県知事褒賞」受賞 ほか

■ Topics
「2019年度 組合事務局代表者会議」を開催
株式会社マジックマイスター・コーポレーション
代表取締役 大谷芳弘氏が講演
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ポリテクセンター静岡は�
企業を応援します！�

�

人材確保の人材確保の人材確保の�人材確保の人材確保の
情報
人材確保の
情報情報提供
人材確保の人材確保の
情報情報提供提供提供提供�
人材確保の

提供提供
�

情 報情 報提供提供

現 場 の現 場 の現 場 の�現 場 の
課題解決
現 場 の現 場 の
課題解決課題解決課題解決課題解決�
現 場 の
課題解決課題解決

�

従 業 員 の従 業 員 のの�のののの
スキル
従 業
スススススススキキキキスキススキスキキキスキスキルルルルルアップ

員 のの業 員
ルルルルルルルルルアアアアアアアアアアアアアアアアッッッッッアッアアッアアッアッッッッッッッッッッッップププププププププ�

のののの
プププププププププププ

�

 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構静岡支部�
静岡職業能力開発促進センター�

ポリテクセンター静岡�
生産性向上人材育成支援センター 

� ものづくりに必要な専門知識および高
度な技能・技術を習得する「能力開発セ
ミナー」(2～5日程度)を随時開催してい
ます。 
� 貴社ニーズに即した、オーダーメイド
型セミナーも承ります。 

� 再就職を目指す求職者の方々に、機
械系・電気系・居住系のハロートレーニ
ング(6～7か月間)を実施しています。 
� 生産現場を支える基盤人材として、技
能・技術を習得した訓練生の求職者情
報を企業へ提供しています。 

� 企業が抱える課題や生産性向上に関
する人材育成ニーズに対応したオー
ダーメイドで実施する「生産性向上支援
訓練」と、ＩＴ技術の進展に対応するため
のITリテラシーを習得する「IT活用力セミ
ナー」を実施しています。 

℡:054-285-7184 ℡:054-285-7690 ℡:054-285-7153 

【所在地】〒422-8033� 静岡市駿河区登呂3-1-35 独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構静岡支部

人材育成・人材確保のご相談はポリテクセンター静岡へ！�

ポリテクセンター静岡�  検� 索 
浄蓮の滝（伊豆市）
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